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１　

年
金
の
加
入
期
間
が
25
年
未
満
の
方

○　

年
金
の
加
入
期
間
が
25
年
未
満
で

も
、
カ
ラ
期
間
※
１
と
合
わ
せ
て
25
年

以
上
あ
れ
ば
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

○　

生
ま
れ
た
年
な
ど
に
よ
り
、
25
年

未
満
で
も
年
金
を
受
け
取
れ
る
場
合

※
２
が
あ
り
ま
す
。

２　

年
金
の
受
け
取
り
開
始
を
66
歳
以

降
に
繰
り
下
げ
て
い
る
方

○　

70
歳
に
な
っ
て
も
、
年
金
は
自
動

的
に
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

○　

年
金
の
受
け
取
り
を
始
め
る
た
め

に
は
、
年
金
の
請
求
が
必
要
で
す
。

３　

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
の
あ
る
65

歳
以
上
の
方

○　

「
老
齢
厚
生
年
金
」
と
「
老
齢
基
礎

年
金
」
の
２
種
類
の
年
金
が
受
け
取

れ
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
年
金
だ
け
を

受
け
取
っ
て
い
る
方
は
、
受
け
取
っ

て
い
な
い
年
金
に
つ
い
て
も
、
あ
ら

た
め
て
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○　

ど
ち
ら
か
の
年
金
の
受
け
取
り
開
始

を
繰
り
下
げ
て
い
る
方
は
70
歳
に
な
る
ま

で
に
年
金
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

４　

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
の
あ
る
方

で
「
65
歳
に
な
っ
て
か
ら
年
金
を
受

け
取
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
る
方

○　

厚
生
年
金
の
期
間
が
１
年
以
上
あ

る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
方
に
対
し

て
支
払
わ
れ
る
「
特
別
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
※
３
」
に
つ
い
て
は
、
65
歳

に
な
る
前
に
請
求
し
て
も
、
年
金
額

が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

速
や
か
に
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

５　

60
歳
以
上
で
、
会
社
に
お
勤
め
の
方

○　

現
在
、
会
社
に
お
勤
め
の
方
も
、

年
金
額
を
受
け
取
る
資
格
を
満
た
し

て
い
る
場
合
は
、
請
求
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○　

給
与
の
額
な
ど
に
応
じ
て
年
金
の
支

払
額
の
調
整
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
全
額
停
止
の
場
合
を
除
き
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
年
金
事
務
所

☎
27
―
8
3
1
1

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　
　
「
0
3
―
6
7
0
0
―
1
1
6
5
」
に

　
　

お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
１
カ
ラ
期
間
の
例:

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配

偶
者
で
あ
っ
た
期
間
の
う
ち
、
昭
和
61

年
３
月
ま
で
の
間
で
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
な
ど

※
２
誕
生
日
が
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
で
、
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
20

年
以
上
の
場
合
な
ど

※
３
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金:

65
歳
に

な
る
前
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
老

齢
厚
生
年
金

☆特定健診・特定保健指導は健康管理の第一歩！
　特定健診は、心臓病、脳卒中、高血圧、糖尿病などの生活習慣病を引き起こすメ

タボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）などをいち早く発見し、予防・改善を

図ることを目的に行われます。

　特定健診を活用して生活習慣を改善すれば、生活習慣病発症のリスクを抑えるこ

とができます。特定健診をチャンスととらえ、メタボリックシンドロームの予防・

改善に積極的に取り組みましょう。

　特定健診の検査項目 ( ※下記参照 ) は、腹囲測定などメタボリックシンドロームの

リスクがある方を見つけ出すことに重点を置いて行われます。詳しくは、健診後に

送付します健診結果表と共に健診結果の見方を同封しておりますのでご覧ください。

❖❖❖　特定健診ではこんな検査をします　❖❖❖

※貧血検査、心電図
検査、眼底検査は、
前年度の健診結果
の数値などから国
の定める要件に該
当する方が、医師
の判断により行わ
れます。

問い合わせ先
住民生活課

☎73-1415
健康対策課

☎73-1322

腹囲測定

採　血

身体計測

血圧測定

検　尿

問　診

腹囲 ( ウエスト周囲径 ) を測定し内臓脂肪の
蓄積状態を確認します。

　　男性　85cm 未満
　　女性　90cm 未満

血糖値や脂質の異常のほか、動脈硬化のリス
ク、肝臓の機能を確認します。

身長・体重から肥満度がわかるＢＭＩ値を確
認します。
ＢＭＩ＝22のときが最も病気にかかりにくい
といわれています。

　ＢＭＩ = 体重 (kg) ÷身長 (m) ÷身長 (m)

血管にかかる圧力を調べ、動脈硬化を引き起
こすおそれのある高い状態に血圧がなってい
ないかを確認します。

尿を採取し、尿の成分を調べます。尿糖では
糖尿病のリスクを、尿たんぱくでは腎臓の機
能や尿路の状態を確認します。

現在の健康状態のほか、喫煙・服薬・既往歴
などについて確認します。

腹囲はおへその高さ
で測ります

HbA1c、中性脂肪、
HDLコレステロール、
LDLコレステロール、
AST、ALT、γーGT

身長・体重・ＢＭＩ

収縮期血圧
拡張期血圧

尿糖
尿たんぱく

質問票

特定健診を受けましょう！


